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募　集募　集
認 可 保 育 園 等 職 員
　詳細は保育室へお問い合わせ下さ
い。
対有資格者
○ひだまり保育室（☎７３７・４６３０）
＝子育て支援員（非常勤）
問保育・幼稚園課☎７２４・２１３８

お知らせお知らせ
２月１日から受け付けます
「ちょこっと共済」に加入を！
　交通災害共済「ちょこっと共済」
は、交通事故に遭った時、見舞金を受
けられる助け合いの制度です。
　２０１８年度の加入申込を受け付け
ます。
○会費は選べる２コース制　
対町田市に住民登録のある方
費Ａコース＝年額１０００円、（見舞金
４万円～３００万円）、Ｂコース＝年額
５００円（見舞金２万円～１５０万円）
※死亡事故に遭った会員に、生計を
同じくしている遺児がある場合、中
学終了年限に達するまで遺児１人に

対し年額１２万円の交通遺児年金が
支給されます。
※２０１８年度加入分から支給額が一
部変更になっています。
申込場所市民生活安全課（市庁舎３
階）、各市民センター、農協、市内の金
融機関（ただし、ゆうちょ銀行〔郵便
局〕・三菱ＵＦＪ信託銀行・山梨中央銀
行・新生銀行を除く）
申各申込場所で配布の加入申込書に
記入し、会費を添えて直接申込場所
へ。
共済期間４月１日～２０１９年３月３１日
（４月１日以降に申し込みの場合は、
申込日の翌日から）
※自治会やサークルごとに連名で申
し込みができる「団体加入」制度もあ
ります。詳細はお問い合わせいただ
くか、東京都市町村民交通災害共済
ホームページをご覧下さい。
問市民生活安全課☎７２４・４００３
地域の学習活動にご活用下さい

生涯学習ボランティアバンク
　生涯学習ボランティアバンクは、
自身の知識や経験、特技などを地域
社会に役立てたいと考えている市民
の方や団体と、学習活動のサポート
を必要としている市民団体との橋渡
しを行う制度です。

　今後は市内各地域で一日体験講座
を実施するなど、講師人材の派遣等
を通じて地域の学習活動を支援する
予定です。同バンクの利用方法やボ
ランティアの登録情報等の詳細は町
田市ホームページをご覧下さい。
※市民団体が行う講座・講演会に対
して講師謝礼を支援する「社会教育
関係事業講師派遣制度」は２０１７年
度で終了となります。
問生涯学習センター☎７２８・００７１
２０１８年度

休日保育の実施園が増えます
　４月から、市内２か所目の休日保育
実施園（給食有り）として、新たに「た
けとんぼ保育園」が追加されます。
　休日保育事業は、日曜日や祝休日
に保護者の就労等の理由でお子さん
の保育が必要である場合に利用でき
る制度です。詳細は、町田市ホームペ
ージまたは在園のしおりをご確認下
さい。
対クラス年齢０～５歳（０歳は利用申
請時点で月齢２０週以上）の保育認定
児のうち、保育所・認定こども園等に
入所している児童
※入所していない方の一時的な利用
はできません。
日日曜日及び祝休日（年末年始を除

く）の午前７時～午後６時
場たけとんぼ保育園（森野）
定１０人（選考）
申利用希望日の前月１日までに、在
籍している園へ利用登録及び利用申
請書を提出。
※４月に新規入園予定の方は、保育・
幼稚園課へお問い合わせ下さい。
問保育・幼稚園課☎７２４・２１３７
ご覧いただけます

町田市公共下水道事業 
計画変更（案）関係図書
　主な変更内容は、雨水の施設計画
の見直しと成瀬クリーンセンターで
の処理方法の一部変更です。
　縦覧期間中、住民及び利害関係人
は意見書を提出することができま
す。
縦覧期間２月１５日㈭までの午前８時
３０分～午後５時（土・日曜日、祝休日
を除く）
場下水道総務課（市庁舎８階）、水再
生センター（成瀬・鶴見川クリーンセ
ンター）
意見書の提出２月１５日まで（必着）に
直接または郵送で下水道総務課（〒
１９４－８５２０、森野２－２－２２）へ。
問下水道総務課☎７２４・４２９０

「障害者の生涯学習支援活動」に係る 
文部科学大臣表彰を受賞しました

問�スポーツ振興課☎７２４・４０３６、町田市障がい児スポーツ教室について
＝障がい福祉課☎７２４・２１４７返０５０・３１０１・１６５３

傍聴できます

第４回スポーツ施設整備構想懇談会
問スポーツ振興課☎７２４・４０３６

公開している会議　傍聴のご案内
会議名 日　時 会　場 定　員 申し込み

上小山田地区資源ご
み処理施設連絡会

２月９日㈮午後
６時３０分から

忠生市民センタ
ーホール

５人程度
（先着順）

直接会場へ問循環型施
設整備課☎７２４・４３８４

町田市景観審議会
２月１４日㈬午
後１時３０分～
３時３０分

市庁舎２階会議
室２－３

５人
（申し込み順）

事前に電話で地区街づ
くり課（☎７２４・４２６７）
へ

町田市自殺対策推進
協議会

２月１５日㈭午
前１０時～１１
時３０分

市庁舎２階会議
室２－１

５人
（先着順）

直接会場へ問健康推進
課☎７２４・４２３６

町田市都市計画審議
会

２月１６日㈮午
前１０時から

市庁舎３階第１
委員会室（予定）

１０人
（申し込み順）

事前に電話で都市政策
課（☎７２４・４２４７）へ

熱回収施設等の周辺
施設整備のあり方検
討委員会

２月１６日㈮午
後６時～８時

市庁舎１０階会
議室１０－３

１０人
（申し込み順）

２月１５日午後５時までに
環境政策課（☎７２４・
４３８６）へ

町田市高齢社会総合
計画審議会

２月１６日㈮午
後６時３０分～
８時

市庁舎３階会議
室３－１

１０人
（申し込み順）

事前に電話でいきいき
総務課（☎７２４・２９１６）
へ

相原地区資源ごみ処
理施設連絡会

２月１７日㈯午
後６時から

相原中央公園管
理棟内多目的室

５人程度
（先着順）

直接会場へ問循環型施
設整備課☎７２４・４３８４

町田市情報公開・個人
情報保護運営審議会

２月１９日㈪午
前１０時～正午

市庁舎２階会議
室２－１

３人
（申し込み順）

事前に電話で市政情報
課（☎７２４・８４０７）へ

　市川健一氏（元・町田の丘学園校長）が、障がい者の
生涯学習支援活動の普及及び発展のために尽力し、
顕著な成果を上げたとして、２０１７年１２月７日に平
成２９年度「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部
科学大臣表彰を受賞しました。
　市川氏は、１９７６年に障害児体操教室（現在の町田
市障がい児スポーツ教室）の創設に携わり、現在も行
政と連携して、地域の理解と協力を得ながら、指導
員、ボランティア、親の会の協力のもと、教室を実施しています。
　１月１０日には受賞報告のため、市庁舎を訪れ、「“生涯”学習支援活動と
いうことで、これからも多くの方にご協力いただきながら頑張っていき
たい」と受賞の喜びを話されました。
※町田市障がい児スポーツ教室は、市内在住で障がいのある１８歳以下の
方等を対象に開催している教室です。

これからの公共施設に求められるものとは何か考えてみましょう
　市では、公共施設の再編を通して公共施設が抱える課題を解決していく
と同時に、公共施設・公共空間の「より良いかたち」の実現を目指しています。
　このことを踏まえ、２０１７年６月～７月に、これからの公共施設のあり方
に関する市民アンケート（※）を実施しました。今回は、その結果の１つを
紹介します。※無作為抽出した１５歳以上の町田市民３０００人を対象に郵送で実施。

問企画政策課☎７２４・２１０３未来の場
かたち

⑤みんなでつくる

　市では、「観る」スポーツのあり方や、
さまざまなスポーツ施設の将来像につ
いて、広く意見を聞き、「町田市スポー
ツ施設整備構想」としてまとめるため
に懇談会を開催しています。
　この懇談会は、大学教授、スポーツ関
係者、地域団体関係者、経済・観光関係
者などにより構成され、活発な意見交
換が行われています。
　今回は、これまでの議論を踏まえ、施
設整備に関する意見を提言としてまと
めます。なお、この提言は、２０１８年度
に策定する「（仮称）町田市スポーツ推
進計画１９－２８」の参考とします。
日２月２２日㈭午後６時３０分～８時
場市庁舎
定２０人（申し込み順）
申２月１６日までに電話でスポーツ振興
課へ（受付時間＝午前９時～午後５時、
土・日曜日、祝休日を除く）。

【これまでの議論での主な意見】
○体育館　
・「観る」スポーツ施設としては
設備面で物足りない
・他自治体と比較して施設数が
不足している
○プール　
・市民の利用ニーズが高く、今
後も市民利用施設として位置付
けるのがよい
○陸上競技場　
・現状ではにぎわいの場として
の機能が不十分である
・施設を身近に感じ、市民が集
まるシンボル的な施設になるこ
とも重要である
○野球場　
・スポーツを通じて交流できる
市民利用施設として位置付ける
のがよい

　この結果から、限られた目的で一部の人が利用するのではなく、みんな
がいろいろな目的で気軽に使える空間を求める傾向がみられます。
　公共施設・公共空間を、これまで以上にみんなが使いやすく、気軽に立
ち寄れる場にしていきましょう。

公共施設の未来を一緒に考えていきましょう。
ご意見は企画政策課（遍ｍｃｉｔｙ３２７０＠ｃｉｔｙ．ｍａｃｈｉｄａ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ）で受け付けています。

回答結果（上位） 回答割合
１ 気軽に立ち寄れる ４５.２％
２ 多様性・柔軟性がある ３８.３％
３ 多目的利用ができる ３７.４％
４ 身近である ３６.１％
５ 多世代が集える ３２.５％

○設問　公共施設の「より良いかたち」
を作っていくにあたって、あなたが特
に重要だと思う要素は何ですか？
(選択式・複数回答可）


